
洋画    
馬
ま

 越
こし

 陽
よう

 子
こ

 
（本名 瀬

せ

 谷
や

 陽
よう

 子
こ

） 

 
 
 
推薦理由 
一貫して人間を追求し描き続けている制作の根本には人間に対する深い信頼と愛が流れ，絶

望の渕にあってもなお希望を失わない光がある。現代の混沌
こんとん

とした世の中で，その生命の追求

は人々に力と勇気を与えている。 

 

【略歴】 

昭和９年１月２７日 東京都生まれ ８４歳  

昭和３１年 東京女子大学文学部英文科卒業  

昭和３９年 東京藝術大学美術学部絵画科油画専攻卒業（同41年大学院美術研究科絵画専攻

油画研究分野修了） 

昭和３９年 第 32回独立展初入選（「語
かたる

」に対して） 

昭和４１年 第 20回女流画家協会展初入選（「春
はる

の祈
いの

り」に対して） 

昭和４３年 女流画家協会会員（同46年委員，現在まで，平成22年同協会事務所代表，同23

年まで） 

昭和４７年 独立美術協会会員（現在まで） 

昭和４８年 文化庁芸術家在外研修員  

平成１３年 多摩美術大学大学院教授（同16年まで，同18年客員教授，現在まで） 

 

【賞歴】 

昭和４２年 第 21回女流画家協会展Ｈ夫人賞（「夜明
よ あ

けを待
ま

つ人
ひと

達
たち

」に対して） 

昭和４３年 第 36回独立展独立賞（「大
だい

地
ち

の歌
うた

」・「天
てん

上
じょう

の歌
うた

」に対して） 

昭和４４年 第 37回独立展奨励賞（「聖
せい

なる海
うみ

」に対して）  

昭和４６年 第 39回独立展独立賞（「不死
ふ し

の夢
ゆめ

Ⅰ」・「不死
ふ し

の夢
ゆめ

Ⅱ」に対して） 

昭和４６年 第 25回女流画家協会展女流画家協会賞・Ｈ夫人賞(「前進
ぜんしん

する人
ひと

達
たち

」に対して) 

昭和５５年 第 23回安井賞展佳作賞（「生命
い の ち

の歩
あゆ

み“遙
はるか

”」に対して）  

平成 ６年 第 17回安田火災東郷青児美術館大賞（「人間
にんげん

の河
かわ

は解放
かいほう

を求
もと

めて流
なが

れる」に対して） 

平成２７年 第 71回日本芸術院賞（「人間
にんげん

の大河
た い が

－いのち舞
ま

う・不死
ふ し

の愛
あい

－」に対して） 
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推薦理由 

 従来の文芸批評の枠を越えて，東西文化の交流・比較という新しい視点から，特に文芸・絵

画に関して数多くの着実な研究を重ね，その成果に基づいて，江戸時代をひとつの文明史的総

体と捉えるこれまでにない新鮮な見方を提示し，江戸時代の再評価に多大な貢献を果たした。 
 
【略歴】 

昭和６年５月９日 山形県生まれ ８７歳 

昭和２８年 東京大学教養学部卒業（同35年同大学院人文科学研究科比較文学比較文化 

      専攻博士課程修了）                           

昭和５０年 東京大学教養学部教授（平成4年名誉教授）     

昭和６０年 文学博士（東京大学）                          

平成 ３年 国際日本文化研究センター教授（同 9年名誉教授） 

平成 ８年 岡崎市美術博物館館長（同23年まで）    

平成１１年 京都造形芸術大学学長（同19年名誉学長）  

平成２２年 静岡県立美術館館長（同29年名誉館長）     

 

【賞歴】 

昭和５６年 第 3回サントリー学芸賞 芸術･文学部門（「平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

」に対して） 
昭和５９年 第 11回大佛次郎賞（「絵

かい

画
が

の領
りょう

分
ぶん

」に対して）     
平成 ３年 フランス政府パルム・アカデミック・オフィシエ勲章 

平成 ５年 第 19回明治村賞                              

平成 ９年 紫綬褒章                                     

平成１２年 京都新聞大賞文化学術賞                        

平成１８年 瑞宝中綬章                                   

平成２１年 第 27回京都府文化賞特別功労賞                   

平成２３年 第 12回蓮如賞（「藝
げい

術
じゅつ

の国
くに

 日本
に ほ ん

 画
が

文
ぶん

交
こう

響
きょう

」に対して） 

平成２４年 第 12回現代俳句大賞                        

平成２４年 京都市文化功労者                              

平成２６年 第 12回茶道文化賞                             

平成３０年 第 74回恩賜賞・日本芸術院賞（「文明
ぶんめい

としての徳川
とくがわ

日
に

本
ほん

 一六〇三 －  

一八五三年」（平成29年 9月 筑摩書房刊）に対して） 

 



【参考資料】

(1) 概要

日本芸術院は，日本芸術院令第３条に基づき，芸術上の功績顕著な芸術家の中から

補充すべき会員を毎年会員による選挙を行い決定しています。

日本芸術院は，その前身である帝国美術院が森鷗外を院長として大正８年に創設さ

れて以来，現在まで約１００年の歴史を持ち，日本芸術院会員への選考は，美術，文

芸，音楽，演劇，舞踊等の芸術各分野の芸術家から栄誉あることとして広く認識され

ています。

日本芸術院会員は，一般職の国家公務員（非常勤）で，年金額は２５０万円，任期

は終身です。

(2) 選考方法

日本芸術院会員候補者の推薦は，毎年度，日本芸術院会員により行われ，全会員で

組織する会員候補者選考委員会において選考します。その候補者について，各部にお

いて会員による投票を経て，総会の承認を得ることにより決定します。

(3) 選考経過

平成３０年８月２４日から９月７日までの間，日本芸術院の会員に対し候補者の推

薦を求めたところ，第一部（美術）８名，第二部（文芸）４名，第三部（音楽・演

劇・舞踊）０名，合計１２名の推薦がありました。

平成３０年１０月１９日に開催した全会員で組織する会員候補者選考委員会におい

て，１２名の被推薦者全員を会員候補者選考委員会が推薦する会員候補者といたしま

した。

当該候補者１２名について，平成３０年１０月１９日から１０月２６日にかけて，

各部において投票を行い，平成３０年１０月３１日開催の部長会議において開票し

た結果，第一部２名（うち１名辞退），第二部１名が部会員の過半数票を得て会員候

補者に内定しました。

内定者について，書面による会員総会の承認を経て，平成３０年１１月１４日に

会員候補者として決定しました。

（4）上申
上記会員候補者２名について， 文部科学大臣に上申しました。

(5) 会員数（平成３０年１１月１４日現在）
日本芸術院会員（定員１２０名）は，第一部（美術：定員５６名）は現員４２名に

１名加わり４３名，第二部（文芸：定員３７名）は現員２９名に１名加わり３０名，

第三部（音楽・演劇・舞踊：定員２７名）は現員２５名，現員計は９８名となりま

す。


